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1 　自己点検・評価の考え方
　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、平成20年度から教育委員会の権限に属する事務のすべてにおいて、その管理・執行状況について点検

 及び評価を行うこととなった。

　　新富町教育委員会としては、これまでも本町の教育発展のために種々の事業に着手し、その結果等を踏まえて改革に取り組んできたところである。

　　教育委員会などの行政機関が教育政策効果を把握し、必要性､効率性等の観点から自ら評価を行い、その成果を公表することは施策を的確に遂行すると共に住民に

 対する説明責任を果たす上で重要であることから、新富町教育委員会で実施している事業等の評価を踏まえ教育委員会としての自己評価に対する考え方を明らかにす

 ることにした。

2 大項目について

　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に規定している点検・評価の対象となる教育委員会の権限に属する事務で、教育委員会の活動、教育委員会が管理・                                      

 執行する事務、教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務の３項目に分類した。

3 中項目、小項目について

（１）　教育委員会の活動

　　　 教育委員会の活動は、教育委員会の会議の運営改善、保護者や地域住民への情報発信等の状況を点検・評価するものとした。

（２）　教育委員会が管理・執行する事務

　　　 教育委員会が管理・執行するとされている事務で、教育行政の運営に関する基本方針を定めること等を中項目に設定し、状況を点検・評価するものとした。

（３）　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

　　　 教育委員会が策定した新富町教育基本方針及び教育施策に基づき、教育長が委任を受け、事務を推進していることを抜粋し、状況を点検・評価するものとした。

4 具体的な点検・評価の方法

　　次の３つの項目に分類した。

　　シート　№１　　　　　　　　　　教育委員会の活動

　　シート　№２　　　　　　　　　　教育委員会が管理・執行する事務

　　シート　№３                　　  教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

5 点検・評価について
　　　点検・評価については、実現度をＡからＤの４段階とし、Ａは9０％以上、Ｂは７０％～９０％未満、Ｃは５０％～７０％未満、Dは５０％未満とした。

　　　点検・評価項目に掲げた全ての教育行政施策が重要であることは言うまでもないが、規則や規定の制定、改廃等の項目によっては年度で該当がないことも

　　あるが、その場合は、項目の点検・評価の記載欄に「該当なし」と記し、評価しないこととした。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）
教育委員会の会
議の運営改善

　①　教育委員会会議の開催回数及び運営上の
　　　 工夫

・ ・ ・ ・
定例会を12回、臨時会を１回開催し計13回開催した。開催時間は、午前、午
後に開催した。

（２）
教育委員会の会
議の公開などに
関すること

　①　会議等の公開、広報、広聴活動 ・ ・ ・ ・
公開の会議として、町ＨＰ上で告示を行っている。令和３年度の傍聴者は0名
だった。

（３）
教育委員会と
事務局の連携

　①　教育委員会と事務局の連携 ・ ・ ・ ・

定例会及び臨時会後、事務局を含めた意見交換会を開催し情報の共有と連
携に努めた。
　新型コロナウイルスに伴う学校の状況等、また町の対応方針等について情
報共有等に努めた。
　児湯地方教育委員会連絡協議会の事務局だったが、新型コロナウイルス
の影響により総会は書面決議とし、研修会も中止とした。

（４）
教育委員会と
町長部局の連携

　①　教育委員会と町長等の意見交換会の実施 ・ ・ ・ ・
総合教育会議を６月に開催した。町長に対し「町の教育基本方針及び教育の
施策等」について、また、各学校長から「学校経営方針等」について説明を行
い、意見交換を行った。

（５）
教育委員会の
自己研鑚

  ①　研修会への参加状況 ・ ・ ・ ・
今年度は、新型コロナウイルスの影響により各種研修等が中止となり参加す
ることができなかったため評価できない。

　①　　学校支援訪問 ・ ・ ・ ・

重点支援訪問、学校支援訪問、町独自訪問の全てを計画通り実施し、町内
全校の学校支援を行うことができた。支援の柱として「タブレットの効果的活
用の在り方」を共有し、授業研究会をとおした町内各校の連携も図ることがで
きた。

　②　所管施設の訪問 ・ ・ ・ ・
今年度は、新型コロナウイルスの影響により所管施設等を訪問することがで
きなかったため評価できない。

令和３年度　新富町教育委員会の自己点検・評価シート

大項目 中項目 小項目
評価・点検
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施設に対する
支援・条件整備

２



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・ ・ ・ ・
新富町の教育方針を定め、年度ごとの重点施策・教育施策を盛
り込んだ新富町の教育を策定できた。その後の関係機関への資
料配布までに至らなかった。

・ ・ ・ ・

新富町教育委員会事務局組織規則の一部改正、
新富町新型コロナウイルス感染症に伴う緊急支援奨学資金貸与
規則の一部改正、
新富町立小中学校施設維持管理基金条例施行規則、
新富町立学校管理規則の一部改正を行った。

・ ・ ・ ・

学校教育及び生涯学習の推進に資する予算を策定し、町長部局
と協議し、町議会に上程した。　大規模事業はなかったが、富田
小学校防音工事機能復旧工事に向け、設計や学校との協議調
整を行った。

・ ・ ・ ・
令和３年度は、所管に属する学校その他の教育機関の設置、改
廃はなかったため評価できない。

・ ・ ・ ・

県教育委員会からの派遣として教育対策監を配置し9年目を迎え
た。また、今年度から新たに指導主事を１名増員し、学力向上・小
中一貫教育の推進を行うとともに、特別支援、生徒指導等学校間
での連携と情報共有等の支援を行っている。

・ ・ ・ ・
令和４年４月１日付の人事異動の内申に際し、県教育委員会との
協議を進めた。

・ ・ ・ ・
令和４年４月１日付の人事異動の内申に際し、県教育委員会との
協議を進めた。

令和３年度　新富町教育委員会の自己点検・評価シート　　　№2

大項目 中項目
評価・点検
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　（１）　教育行政の運営に関する基本方針を定めること

　（２）　教育委員会会則及び規定を制定し、又は改廃すること

　（３）　教育予算その他議会の決議を経るべき議案の原案を決定すること

　（４）　教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関を設置し、又は
        改廃すること

　（５）　教育委員会事務局及び教育機関の職員の任免その他の人事（県
　　　費 負担に係る教職員の扶養手当の月額の認定並びに住居手当及
　　　び通勤手当の月額の決定を除く）に関すること

　（６）　県費負担に係る校長の任免その他の人事の内申に関わること

　（７）　県費負担に係る教職員の人事の内申に関わること

３



・ ・ ・ ・

社会教育委員の委嘱、文化会館運営協議会委員・図書館協議会
委員・新富町社会教育指導員・新富町総合交流センター図書館
作業業務受託事業者選定委員会委員・新富町教育委員会評価
等委員・新富町スポーツ推進委員の任命の任命を行った。

・ ・ ・ ・

　新型コロナウイルスの影響は大きく受けず、採択協議会のスケ
ジュールどおりに地区の教科用図書採択協議会に参加し、採択
を行った。また、中学校社会歴史分野において新たに自由社が
採択対象となったため、再度、本教科の採択を行った。

・ ・ ・ ・
令和３年度は、通学区域の設定又は変更はなかったため評価で
きない。

・ ・ ・ ・
令和３年度は、文化財の指定、解除はなかったため評価できな
い。

・ ・ ・ ・
令和３年度は、請願、陳情、訴訟及び審査請求に関することはな
かったため評価できない。

2

教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

　（８）　教育委員会の所管に属する各種委員会の委員の任命又は
　　　　　委嘱に関すること

　（９）　教科用図書の採択の決定に関すること

　（１０）　通学区域を設定し、又は変更すること

　（１１）　文化財を指定し、又は指定を解除すること

　（１２）　請願、陳情、訴訟及び審査請求に関すること

４



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 　ア　基礎学力の向上    　 ・ ・ ・ ・

　「全国学力・学習状況調査」については小学校６年、中学校３年を対象に国語、算
数・数学を実施した。県内、新富町の結果をもとに良かった点や改善点などをまとめ、
学校や保護者にむけて周知を図ることができた。「みやざき学力テスト」については、
小学校５年生と中学校２年生を対象に実施した。集計結果をもとに児童生徒の学力
状況の把握と分析を行い、次年度の学力・指導力向上の方策に活用したい。「しんと
み学力・授業力推進リーダー研究会」は、ICTの効果的活用をテーマとして、授業研究
を織り交ぜながら全7回を実施した。ICTを１つの文房具として活用ながら、主体的・対
話的で深い学びの実現のため、学力向上のための授業改善の在り方を協議すること
ができ、次年度への研究の方向性を決めることができた。

　イ　小中一貫教育の充実 ・ ・ ・ ・

　施設一体型小中一貫校「田園の里　新田学園」が開校１０年目を、また「学びの丘
上新田学園」が開校４年目を迎えた。9年間を見通した教育課程を編成し、教職員間
の意識の共有や児童生徒間の交流等学習指導や生徒指導等の効果が定着してい
る。新型コロナウイルスの影響により富田小中校区の合同研修会等例年通りの開催
は難しかったが、富田小の推進リーダーによる研究授業に富田中の英語科教員が全
員参加するなど、できることから積み重ねている。「あいさつ・読書活動・家庭学習の
充実」を重点事項に掲げ、状況に応じた小中連携教育を今後も進めていく。

　ウ　特別支援教育の充実 ・ ・ ・ ・

　特別な支援を要する児童生徒に対する特別支援教育支援員を増員し、特別支援教
育の更なる充実を図った。児湯るぴなす支援学校の支援も得ながら、各学校の特別
支援教育コーディネーターとの連携や情報共有と共通理解を深めた。新型コロナウイ
ルスの影響により毎年年度当初に実施している町内外保育所等の訪問や幼保小連
携・接続推進協議会における各学校との「しんとみ幼保小バトンカリキュラム」につい
ては計画どおりに実施することができなかった。しかし、各保育園・幼稚園の協力を得
ながら新入学対象児の情報共有を図り、就学相談につなげ、その後町の教育支援委
員会において協議の上適正な教育支援に繋ぐことができた。その他、児童生徒の特
性の状況に応じた学習支援を行ってきた。今後も関係教育機関等と密接に連携を取
りながら特別支援教育の充実を図っていきたい。

  ア　豊かな心の教育の充実 ・ ・ ・ ・

各学校において人間尊重を基盤とした道徳教育、人権教育の積極的な推進を図って
いる。また、善行児童生徒7名の表彰を行い、豊かな心の教育の充実を図った。
小中学校読書推進委員会を中心に、児童生徒が読書活動に親しむことができるよう
に、例年行っている読書感想文コンクールに加え、新たにポップカード募集やベスト
リーダー賞を行うなど、活動の充実を図った。

　イ　学習した知識や技能を生かした環境の充実 ・ ・ ・ ・

　新型コロナウイルスの影響により、小中学校作品展や小中学校音楽会は中止とし
た。各学校では、感染予防として外部来校者の制限しながら学習発表の場を設けた
り、各学級のTVに配信するリモート集会の実施、各学校のホームページの充実や学
校だよりを通じて積極的に情報発信を行うなど、感染リスクを少なくした指導体制を築
いた。

令和３年度　新富町教育委員会の自己点検・評価シート　　　№3

大項目 中項目 小項目
評価・点検

　
３
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

そ
の
(１)

(1)　豊かな
人間性と創
造性をはぐく
む学校教育
の充実

①　学力向上を図
　る教育の充実

②　心の教育の充
　実と生徒指導の
　徹底

５



②　心の教育の充
　実と生徒指導の
　徹底

　ウ　生徒指導体制の確立と指導の徹底 ・ ・ ・ ・

　 各学校においては、いじめに関するアンケートを実施し、早期発見や対応に努めて
いるほか、児童生徒育成連絡協議会等では子どもの現状・状況の意見交換と情報共
有を図り、学校、家庭や地域、関係機関との連携を図ることとしている。また、不登校
等の生徒への多様な対応として適応指導教室を、不登校等の問題を抱える子どもの
早期対応として県のスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーをうまく活用
することができた。今後も各学校の生徒指導主事との連絡体制を緊密にするととも
に、連絡協議会を開催し、積極的な生徒指導の推進、地域の力を取り入れた活動の
展開を図る。また、適応指導教室の運用について学校と協議し、より適切な指導体制
を築き上げていく。

　ア　学校、家庭、地域との連携・融合の推進 ・ ・ ・ ・

 新型コロナウイルスの影響により、土曜授業や参観日、地域の方が参加する学校行
事などは、予定通り実施とはならなかった。しかし、新富町教育推進コーディネーター
の人脈や地域の人材をうまく活用し、LGBTQ+についての講話や地域の農家の方と
のリモート講義など、連携・協力により新たな学びの場を設けることができた。キャリア
教育の視点をもち、未来を見つめ、将来を考える学びの在り方を今後も検討し、オン
ラインでの開催もしやに入れながら、確実に実施していきたい。

　イ　学校評価の充実 ・ ・ ・ ・
各学校で学校評価委員を委嘱し、学校評価や意見を等の報告によりその把握を行っ
た。今後、学校の自己評価や改善の視点に基づいた積極的な学校の取組を支援して
いく。

　ア　教育施設等の整備充実　 ・ ・ ・ ・
新富町立小中学校施設維持管理基金条例を制定し、新富町立小中学校施設の充実
を図り、児童・生徒が安全で快適に学習できる環境づくりを行った。

　イ　情報教育、国際理解教育の環境整備 ・ ・ ・ ・

今年度は、新型コロナウイルスの影響により中学生海外派遣事業は中止とした。外
国語指導助手の配置については、富田小中1名、新田・上新田学園1名、計2名に配
置し、教員の授業力向上と児童生徒外国語や異文化に対する興味関心の意欲向上
等の充実が図られた。
また、情報教育ではGIGAスクール構想事業で児童生徒一人１台のタブレットの配備
を行い、授業での活用はもとより、ビデオ会議システムを利用したアスリート等の講演
会を開催するなどデジタル社会に対応できる人材の教育に向けた環境整備が図られ
ている。
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　ア　体力向上と保健安全教育の充実 ・ ・ ・ ・

　中体連については、九州大会に出場する部活動もあった。そのため、県大会及び九
州大会への出場の際の経費を助成し、体力向上やスポーツ振興を図った。
　県の新型コロナへの対応や町の対応基準をもとに、制限をかけながらではあるが、
部活動・少年団活動について慎重に検討しながら、実施の方向性を確実に広げること
で、子供たちの体力・健康の維持・向上を担保することができた。

　イ　学校給食と食に関する指導の充実 ・ ・ ・ ・

新型コロナウイルスの影響により打撃を受けた生産者支援として、県産品の食材を活
用する県の補助事業や町の地産地消補助金を活用し、うなぎ、宮崎牛、地頭鶏、まだ
い、かんぱち、町内産野菜、米粉等の豊かな食材を学校給食で提供した。また、各学
校において「弁当の日」を設け食育の推進に努めた。

　ウ　事故防止の徹底と危機管理体制の確立 ・ ・ ・ ・
通学路の安全を図るため、既設通学路灯の点検、電灯交換等を行った。「通学路安
全検討委員会」を開催し、各学校から通学路の危険個所等の提出により把握を行な
い見通しの悪い通学路の草刈りや道路改良、予算要求を行った。

(1)　豊かな
人間性と創
造性をはぐく
む学校教育
の充実

⑤　健康・安全教
　育の充実
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　ア　生涯学習講座及び学級の充実 ・ ・ ・ ・

　今年度は、昨年と同様に新型コロナウイルスの影響により、令和３年５月に３
週間程度、８月から２か月ほど閉館となったが、徹底的な３密の防止対策によ
り、年度当初より生涯学習講座をスタートすることができた。休館中は中止や延
期となる講座もあったが、１つの講座を除き、年度末までには終了することがで
きたので、町民の自主的な生涯学習のきっかけを作ることができた。
　また、高齢者の学級の「しんとみ発見学びフロンティア塾」と「いきいきキラリ
塾」についても、コロナの影響で両講座とも２回の中止を余儀なくされたが、それ
以外は視察等も含め、計画的に実施できた。
　コロナ対策として、８月に生涯学習課用のタブレットを購入して、オンライン学
習等に活用できることになったので、今後も高齢者等の学びについて推進して
いきたい。今年度は、「しんとみ発見学びフロンティア塾」の方で、簡単なタブレッ
ト講習を行った。

 イ　生涯学習活動成果の発表と
　　情報発信

・ ・ ・ ・

　今年度は、イベントや活動について、延期や感染対策を講じた規模縮小などの
計画変更により、ほとんど実施できた。生涯学習活動の成果発表については、３
密防止対策を行いながら、生涯学習ウィークや総合交流センター西回廊での展
示等を行った。
　また、生涯学習活動の情報発信となる西回廊での展示も、閉館の期間はあっ
たが、計画的に展示することができたので、昨年と異なり情報発信ができた。

　ア　生涯にわたりスポーツに親しむ
　　　ための教室や大会の開催

・ ・ ・ ・

　自治公民館対抗やスポーツ教室など町主催のスポーツイベント等については
コロナ感染拡大防止等のため一部のイベント及び大会が中止になった。
　また、生涯学習施設を利用した、チームやクラブ等の練習は感染対策を行った
うえで、各施設で行われた。

　イ　スポーツを通じた交流人口の
　　　拡大

・ ・ ・ ・
大会、練習試合等のスポーツを通じた交流人口の拡大は、コロナ感染拡大の防
止の観点から、制限した期間が長く交流人口の拡大とはいかなかった。

令和３年度　新富町教育委員会の自己点検・評価シート　　　№３－２　

大項目 中項目 小項目
評価・点検
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　ア　子どもの体験活動事業の推進 ・ ・ ・ ・

　子どもの体験活動事業は、コロナ対策を十分に行いながら参加人数を制限し
ながらキッズキッチンを年３回、サタデーサイエンスを年４回、富田っ子を育てる
会では２月に木工教室、上新田っ子を育てる会では、シイタケの駒打ちと予定の
日程を消化することができた。また、「子どもフェスティバル」についても昨年同様
の対策を取りながら、予定通り１２月に実施することができた。

　イ　「中高生ボランティアクラブきらり
　　　応援隊」の推進

・ ・ ・ ・

　子ども達が自ら考え行動し、新富町の未来を担う人材の育成を目的とする「中
高生ボランティアクラブ　きらり応援隊」は、今年は14人の中学生と3人の高校生
がボランティアに自ら参加をしてくれた。しかし、コロナの影響で生涯学習課主催
のイベント等の実施が少なく、活動の場が限られていたが、「おはなし」ボラン
ティアに述べ２７名、「スポレク」ボランティアに延べ１９名、「イベント」ボランティ
アに述べ３２名の生徒が参加して、ボランティア活動に一生懸命取り組んでも
らった。今後も様々な体験活動を継続していきたい。

　ウ　青少年の健全育成及び青少年
　　　活動の支援

・ ・ ・ ・

　　新成人自らの企画運営による成人式実行委員会では、助言・支援を行いな
がらコロナの感染対策に配慮した式典を開催することができた。
　「青少年の声を聴く集い」については、コロナの影響により、新富町総合交流セ
ンターを主会場として、オンラインで各校で視聴することで、大人数で集まらない
形式で実施し、各校代表の児童生徒の将来の夢や、社会に対して思うことの発
表を社会の一員として興味・関心を高める機会となった。
　今後も青少年を取り巻く社会情勢を鑑み、学校や地域と連携した事業の実施
に努めたい。

　エ　家庭教育の支援 ・ ・ ・ ・

　家庭教育学級推進として各学校に思春期講座などの事業委託を計画したが、
コロナの影響で、集まることが困難であったことから一部実施できなかった。
　町婦人連絡協議会に補助金を交付し、小学校の授業参観時に託児を実施し
ていただくところであったがコロナによる影響で、上新田学園を除き実施できな
かったが、家庭科授業支援と通学路見守りを行っていただいた。
　コロナ禍ではあるが、家庭の孤立を防ぐうえでも今後も各種団体等と協力しな
がら家庭教育活動の支援をすすめていきたい。
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　ア　文化財の保護・保存と整備・
　　　活用の推進

・ ・ ・ ・

　新田原古墳群は５６号墳の発掘調査を行った。第１期優先整備区域について
は、今後整備に向けた取組を行う予定である。
　百足塚古墳出土埴輪の重要文化財指定については、文化庁の調査官を招聘
して資料選定作業を実施した。今後はハード面の整備の検討を行いたい。
　新型コロナウイルスの影響もあったが、オンラインで出前授業を実施するなど
コロナの状況をみながら対応した。
　日本遺産認定イベントとして、町商工会が古墳ウォークラリーを実施。座論梅
梅まつりは中止となったが、こゆ財団が座論梅のライトアップを行った。各団体と
協力しながら、活用の推進をはかっていきたい。

　イ　伝承伝統芸能の保存継承の
　　　支援

・ ・ ・ ・

　新型コロナウイルスの影響で、元禄坊主踊りの一般公開は２年連続で中止と
なった。県指定となった新田神楽と三納代神楽は規模を縮小しながらも公開活
動を行った。新田神楽は国民文化祭イベントの神楽フェスティバルに参加し、小
中学生と大人の舞手が公開活動を実施。高鍋神楽の国指定に向けた調査では
三納代神楽の調査が本格的に開始された。
　今後も保存会と連携して、公開機会の提供、用具整備に必要な助成金や補助
金の活用を行っていきたい。

　ア　文化会館の円滑な運営と住民
　　　サービスの向上

・ ・ ・ ・

　文化会館の指定管理５期目がスタートし、自主文化事業はその都度モニタリン
グを行い、適正な事業の把握に努めている。
　しかしながら、新型コロナウイルスの影響で、自主文化事業のうち５事業が、中
止を余儀なくされた。今後は文化会館運営審議会等のご意見等も鑑みながら、
定着している事業の継続と新たな町民の芸術文化向上に寄与する事業等につ
いて指定管理者への助言指導を行っていきたい。

　 イ　読書による人づくり・まちづくり
　　　の推進

・ ・ ・ ・

今年度は新型コロナウイルスの影響で、令和３年５月に３週間程度臨時休館を
余儀なくされた。８月から２か月程度交流センターきらりは閉館したが、図書館は
町内の方に限り貸出業務のみ行った。イベント等も中止、延期となるものもあっ
た。休館中に地域おこし協力隊の協力を得て「図書配送サービス」を行うことが
できた。
　また年4回読書だよりと図書館の広報誌「おしえてたねちゃん」を発行し、新刊
情報やイベント情報の発信にも努めている。　学校や関係課と連携しながら順調
に実施できている。

⑥ 各種体育・学
　　習施設等の
　　管理対策

　ア　施設の老朽化調査及び対策
　　　推進

・ ・ ・ ・

　今年度も新型コロナウイルスの影響で、生涯学習施設については、その都度、
臨時休館を余儀なくされた。休館中を利用し、予算の範囲内で維持・修繕等を
行った。
　河川改修による新田公民館の移転新築が行われた。また、　今後は体育施設
のLED化を進めていく。文化会館をはじめ、体育・学習施設等の適正な施設、設
備の維持管理のため、財源の確保が必要となる。

④ 文化財の保護
　　と活用

⑤ 文化環境の創
　　出と文化活動
　　の推進
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